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築上町告示第106号 

 平成23年第３回築上町議会定例会を次のとおり招集する 

    平成23年８月26日 

築上町長 新川 久三 

１ 期 日  平成23年９月５日 

２ 場 所  築上町役場議事堂 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

小林 和政君          宮下 久雄君 

丸山 年弘君          工藤 政由君 

工藤 久司君          有永 義正君 

吉元 成一君          田村 兼光君 

塩田 文男君          西畑イツミ君 

塩田 昌生君          中島 英夫君 

田原 宗憲君          信田 博見君 

武道 修司君          西口 周治君 

────────────────────────────── 

○９月７日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月８日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月９日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月20日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成23年 第３回 築 上 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日） 

平成23年９月５日（月曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

平成23年９月５日  午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告  

       ①議長の報告 

        ・提出された案件等の報告 

       ②町長の報告 

        第３号 平成２２年度健全化判断比率の報告について 

        第４号 平成２２年度資産不足比率の報告について 

        第５号 しいだサンコー株式会社の経営状況の報告について 

        第６号 東九州コミュニティー放送株式会社の経営状況の報告について 

        第７号 株式会社ついきプロヴァンスの経営状況の報告について 

 日程第４ 議案第70号 平成２３年度築上町一般会計補正予算（第３号）について 

 日程第５ 議案第71号 平成２３年度築上町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 

 日程第６ 議案第72号 平成２３年度築上町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 

 日程第７ 議案第73号 平成２３年度築上町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

 日程第８ 議案第74号 平成２３年度築上町水道事業会計補正予算（第１号）について 

 日程第９ 認定第１号 平成２２年度築上町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第10 認定第２号 平成２２年度築上町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第11 認定第３号 平成２２年度築上町奨学金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第12 認定第４号 平成２２年度築上町椎田駅前周辺活性化促進事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第13 認定第５号 平成２２年度築上町霊園事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第14 認定第６号 平成２２年度築上町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第15 認定第７号 平成２２年度築上町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第16 認定第８号 平成２２年度築上町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 
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 日程第17 認定第９号 平成２２年度築上町特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第18 認定第10号 平成２２年度築上町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第19 認定第11号 平成２２年度築上町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第20 認定第12号 平成２２年度築上町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第21 認定第13号 平成２２年度築上町水道事業会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第22 議案第75号 築上町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第23 議案第76号 訴訟事件の和解について 

 日程第24 議案第77号 町道路線の認定について 

 日程第25 議案第78号 築上町監査委員の選任について 

 日程第26 議案第79号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第27 発議第７号 築上町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告  

       ①議長の報告 

        ・提出された案件等の報告 

       ②町長の報告 

        第３号 平成２２年度健全化判断比率の報告について 

        第４号 平成２２年度資産不足比率の報告について 

        第５号 しいだサンコー株式会社の経営状況の報告について 

        第６号 東九州コミュニティー放送株式会社の経営状況の報告について 

        第７号 株式会社ついきプロヴァンスの経営状況の報告について 

 日程第４ 議案第70号 平成２３年度築上町一般会計補正予算（第３号）について 

 日程第５ 議案第71号 平成２３年度築上町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 

 日程第６ 議案第72号 平成２３年度築上町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 

 日程第７ 議案第73号 平成２３年度築上町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

 日程第８ 議案第74号 平成２３年度築上町水道事業会計補正予算（第１号）について 

 日程第９ 認定第１号 平成２２年度築上町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第10 認定第２号 平成２２年度築上町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
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いて 

 日程第11 認定第３号 平成２２年度築上町奨学金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第12 認定第４号 平成２２年度築上町椎田駅前周辺活性化促進事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第13 認定第５号 平成２２年度築上町霊園事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第14 認定第６号 平成２２年度築上町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第15 認定第７号 平成２２年度築上町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第16 認定第８号 平成２２年度築上町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第17 認定第９号 平成２２年度築上町特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 日程第18 認定第10号 平成２２年度築上町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第19 認定第11号 平成２２年度築上町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第20 認定第12号 平成２２年度築上町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第21 認定第13号 平成２２年度築上町水道事業会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第22 議案第75号 築上町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第23 議案第76号 訴訟事件の和解について 

 日程第24 議案第77号 町道路線の認定について 

 日程第25 議案第78号 築上町監査委員の選任について 

 日程第26 議案第79号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第27 発議第７号 築上町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 小林 和政君       ２番 宮下 久雄君 

３番 丸山 年弘君       ４番 工藤 政由君 

５番 工藤 久司君       ６番 有永 義正君 

７番 吉元 成一君       ８番 田村 兼光君 

９番 塩田 文男君       10番 西畑イツミ君 

11番 塩田 昌生君       12番 中島 英夫君 

13番 田原 宗憲君       14番 信田 博見君 

15番 武道 修司君       16番 西口 周治君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 



- 27 - 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 進  克則君       書記 則松 美穂君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 新川 久三君  副町長 ………………… 八野 紘海君 

教育長 ………………… 神  宗紀君                     

会計管理者兼会計課長 …………………………………………………… 川﨑 道雄君 

総務課長 ……………… 吉留 正敏君  財政課長 ……………… 則行 一松君 

企画振興課長 ………… 渡邊 義治君  人権課長 ……………… 松田 洋一君 

税務課長 ……………… 田村 一美君  住民課長 ……………… 平塚 晴夫君 

福祉課長 ……………… 髙橋 美輝君  産業課長 ……………… 中野 誠一君 

建設課長 ……………… 中川 忠男君  上水道課長 …………… 加來  泰君 

下水道課長 …………… 古田 和由君  総合管理課長 ………… 吉田 一三君 

環境課長 ……………… 永野 隆信君  農業委員会事務局長 … 田村 幸一君 

商工課長 ……………… 久保 和明君  学校教育課長 ………… 田中  哲君 

生涯学習課長 ………… 田原 泰之君  監査事務局長 ………… 石川 武巳君 

清掃センター長 ……… 田村 修乃君  代表監査委員 ………… 尾座本雅光君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（田村 兼光君）  皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していま

すので、平成２３年第３回築上町議会定例会を開会します。 

 町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。町長、新川久三君。 

○町長（新川 久三君）  議員の皆さん、おはようございます。改選後の初の定例会でございますけれども、き

ょう招集をいただいた全議員出席を賜り、大変ありがとうございます。 

 さて、近々の、この前、若干報告しましたけれども、新たな事項ということでございますけれども、東日本の

大震災。本当にいたたまれない震災でございましたけれども、本町からの町民、それから各種団体からの義

援金が９月１日現在で、８０６万８,３３０円ということで、浄財が寄せられたところでございます。 

 これ、この前、申しましたかもわかりませんけど、赤十字を通じておりましたけれども、８月の終わりごろか

ら、東松島市と非常に縁が深いということで、直接、東松島市のほうに送金をさせていただいておるところで
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ございます。 

 それから、先般、県の町村長研修がございまして、その後、農水省、財務省に要望に参るわけでございま

すけれども、この中で重点項目として、非常に有害鳥獣の被害が大きいということで、農水省のほうで要望

いたしましたところ、これは本当に早い対応いただきまして、直轄、直接採択事業ということで、金曜日の日

に有害鳥獣対策室から今井事務官が連絡してまいりまして、広域的に採択する意思があるが、受けるかと

いうようなことで、中津市とそれから上毛町、豊前市、築上町ということで用意しておるがというふうなことで

返答がございました。そして、特にですね、隣のみやこ町と行橋市、苅田町、山がつながっておるんで、そし

て、先般は京築農業推進協議会からの要望というふうなことで、ぜひ、そういうところまで声をかけてほしいと

いうことでございましたけれども、一応、すべて声をかけようというふうなことで、いわゆる大分県の中津市と

福岡県の京築地方で合同に一斉にやるということで採択しようというふうなことで話がまいったところでござ

います。 

 本当に、この要望に対しては私も非常に驚いたとこで、要望して、すぐに、こういう返答が来たというふうな

ことでですね。あとは、それぞれの自治体で協議をしながら、具体的な策を練って、補助申請していこうと、こ

のように考えているところでございます。 

 それから、本議会につきましては、報告が５件、それから議案が補正予算５件、決算の認定が１３件、それ

から条例議案１件、訴訟事件の和解が１件、町道の認定１件、人事案件が監査委員と人権擁護委員の２件

でございます。あと、最終まで、皆さんの忌憚ないいろんな議論を得ながら、全議案採択をいただきたく、よろ

しくお願い申し上げまして、開会冒頭のごあいさつとさせていただきます。 

○議長（田村 兼光君）  これで行政報告は終わりました。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（田村 兼光君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、１番、小林和政議員、２番、宮下久雄議

員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（田村 兼光君）  日程第２、会期の決定について議題とします。 

 議会運営委員長の報告を求めます。信田委員長。 

○議会運営委員長（信田 博見君）  議会運営委員会の報告をいたします。 

 ９月２日、議会運営委員会を開会し、お手元に配付の日程案どおり決定いたしました。 
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 ９月５日月曜日本日は、本会議で議案の上程、なお、人事案件は本日即決することとして協議いたしました。 

 ９月６日火曜日は、議案考案日とします。 

 ９月７日水曜日は、本会議で議案に対する質疑と委員会付託を行います。 

 ９月８日木曜日は、本会議で一般質問とします。 

 ９月９日金曜日は、一般質問の予備日とします。なお、一般質問の予備日を使用しない場合は、休会とい

たします。 

 ９月１０日土曜日、１１日日曜日、１２日月曜日は休会といたします。 

 ９月１３日火曜日は休会で、厚生文教常任委員会とします。 

 ９月１４日水曜日は休会で、産業建設常任委員会とします。 

 ９月１５日木曜日は、休会で総務常任委員会とします。なお、委員会審議については、所管の議案審議、所

管の事務質疑、所管外の議案質疑とし、一般行政事務関連については、一般質問でお願いいたします。 

 ９月１６日金曜日は休会で、委員会予備日とします。 

 ９月１７日土曜日、１８日日曜日、１９日月曜日は、休会といたします。 

 ９月２０日火曜日は、本会議で委員長報告、質疑、討論、採決で、なお、一般質問の受付締め切りは本日

午後３時といたします。 

 以上、会期は本日から９月２０日までの１６日間とすることが適当だと決定いたしました。 

 以上、報告いたします。 

○議長（田村 兼光君）  以上で議会運営委員長の報告を終わります。 

 お諮りします。本定例会の会期は、委員長報告のとおり、本日５日から９月２０日までの１６日間と決定する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田村 兼光君）  異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２０日までの１６日間に決定しまし

た。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（田村 兼光君）  日程第３、諸般の報告をいたします。 

 議案はお手元に配付していますように、議案第７０号ほか２３件であります。 

 ほかに、例月出納検査報告が配付のとおり提出されていますので、あわせて御報告いたします。 

 次に、町長から報告があります。 

 報告第３号平成２２年度健全化判断比率の報告について、報告第４号平成２２年度資金不足比率の報告

について、報告第５号しいだサンコー株式会社の経営状況の報告について、報告第６号東九州コミュニテ

ィー放送株式会社の経営状況の報告について、報告第７号株式会社ついきプロヴァンスの経営状況の報告
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についての５件を一括して報告をしていただきます。 

 職員の朗読の後、町長の報告内容の説明を求めます。財政課長、則行君。 

○財政課長（則行 一松君）  報告第３号平成２２年度財政健全化判断比率の報告について、地方公共団体

の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項の規定により、平成２２年度健全化判

断比率を別紙監査委員の意見をつけて、報告する。続けてよろしいですか。 

 報告第４号平成２２年度資金不足比率の報告について、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平

成１９年法律第９４号）第２２条第１項の規定により、平成２２年度資金不足比率を別紙監査委員の意見をつ

けて報告する。 

 報告第５号しいだサンコー株式会社の経営状況の報告について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第

２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。 

 報告第６号東九州コミュニティー放送株式会社の経営状況の報告について、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。 

 報告第７号株式会社ついきプロヴァンスの経営状況の報告について、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。平成２３年９月５日提出、築上町長新川久

三。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  報告第３号でございますけれども、これは平成２２年度健全化判断比率の報告でござ

います。 

 本報告は、平成１９年６月に公布されました「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成

２２年度の決算数値をもとに算定された健全化判断比率の４指標を報告するものでございます。 

 健全化判断比率の４指標とは、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率でご

ざいます。平成２２年度の決算においては、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は比率がございません。

実質公債費比率は１６.０％、将来負担比率は１０１.７％となっています。 

 次に、報告第４号平成２２年度資金不足比率の報告について、本報告は、平成１９年６月に公布されました

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成２２年度の決算数値をもとに算定された公営

企業会計の資金不足比率を報告するものでございます。 

 平成２２年度決算においては、特定環境保全公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、公

共下水道事業特別会計、簡易水道事業特別会計及び水道事業会計の資金不足比率でございますが、資金

不足の比率はございません。 

 次に、報告第５号しいだサンコー株式会社の経営状況の報告についてでございます。 

 本報告は、平成２２年度しいだサンコー株式会社の経営状況の報告でございます。当期の経営状況は、純

売上高９,５０３万７,４０４円で対前年４３０万１,５９７円の増収となりました。これに対して、営業費用は
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９,４５４万３,１６７円で対前年４０７万８,２２４円の増収となっております。主な増収の要因は自主事業収入及

び施設利用料収入の増収によるものでございます。また、経常利益は７５万６６３円、当期純利益は４９万

４,７８８円となっています。 

 次に、東九州コミュニティー放送株式会社の経営状況の報告でございます。 

 本報告は、平成２２年度東九州コミュニティー放送株式会社の経営状況の報告でございますが、当期の経

営状況は、売上利益１,８８５万９,６２０円で、対前年に対し、９８万８６７円の増収でございます。これに対して、

営業費用は２,１１９万３,３５２円で、対前年に対し、１８５万４,９００円の減額でございます。 

 また、経常損失金額は赤字の２１８万９,２０３円、当期純損失金額は法人税等１８万２,４５８円を加算し、赤

字の２３７万１,６６１円となっております。 

 次に、報告第７号株式会社ついきプロヴァンスの経営状況の報告についてでございます。 

 本報告は、平成２２年度ついきプロヴァンスの経営状況の報告でございますが、当期の経営状況は、純売

上高８,８７４万２,４４５円で、前年度に対し、７２１万３,８９５円、マイナスの７.５％の減収となっております。これ

に対して、営業費用、販売費及び一般管理費は８,４１３万４,９６３円で、前年度に対して、４８５万８,６５２円、

６.１％の増加となりました。また、経常利益は４７５万３,２８０円、当期純利益は３６４万３,１８０円となっている

ところでございます。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（田村 兼光君）  これで説明を終わりました。 

 これより議事に入ります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第７０号 

日程第５．議案第７１号 

日程第６．議案第７２号 

日程第７．議案第７３号 

日程第８．議案第７４号 

○議長（田村 兼光君）  お諮りします。日程第４、議案第７０号の平成２３年度築上町一般会計補正予算（第

３号）についてから日程第８、議案第７４号の平成２３年度築上町水道事業会計補正予算（第１号）について

までを一括上程したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田村 兼光君）  異議なしと認めます。よって、議案第７０号から議案第７４号までを一括上程すること

に決定しました。 

 日程第４、議案第７０号の平成２３年度築上町一般会計補正予算（第３号）についてから日程第８、議案第

７４号の平成２３年度築上町水道事業会計補正予算（第１号）についてまでを一括議題とします。 
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 職員の朗読に続いて、提案理由の説明を求めます。則行財政課長。 

○財政課長（則行 一松君）  議案第７０号平成２３年度築上町一般会計補正予算（第３号）について、地方自

治法第２１８条第１項の規定により、平成２３年度築上町一般会計補正予算（第３号）を別紙のとおり提出す

る。 

 議案第７１号平成２３年度築上町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、地方自治法２１８条

第１項の規定により、平成２３年度築上町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を別紙のとおり提出す

る。 

 議案第７２号平成２３年度築上町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、地方自治法第

２１８条第１項の規定により、平成２３年度築上町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を別紙のとお

り提出する。 

 議案第７３号平成２３年度築上町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について、地方自治法第

２１８条第１項の規定により、平成２３年度築上町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を別紙のとおり

提出する。 

 議案第７４号平成２３年度築上町水道事業会計補正予算（第１号）について、地方自治法第２１８条第１項

の規定により、平成２３年度築上町水道事業会計補正予算（第１号）を別紙のとおり提出する。平成２３年

９月５日、築上町長新川久三。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  議案第７０号は平成２３年度築上町一般会計補正予算（第３号）についてでございま

す。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額９７億２,３６０万円に対しまして、４億４５０万円の追加でございます。

歳入歳出予算の総額を１０１億２,８１０万円と定めるものでございます。 

 歳出の主なものは、住民基本台帳法改正に伴うシステム改修費用２,５２９万９,０００円、自然エネルギー普

及のための太陽光発電設備等設置補助金３００万円を計上しております。また、椎田漁港護岸改修工事

１,１３０万円、それから写真等無断使用による損害賠償事件和解費用５５０万円、東日本大震災で死傷した

消防団員への補償費用増加によります消防団員等公務災害等補償共済基金の分担金が１,２５４万円、公

債費の繰上償還が２億５９１万４,０００円。 

 歳入の主なものは、減額分として、財政調整基金繰入金を１億円、臨時財政対策債６,０４２万７,０００円、増

額分は前年度の繰越金５億３,３８１万６,０００円を計上いたしているところでございます。 

 よろしく御審議をいただき御採択をいただきますようお願い申し上げます。 

 次に、議案第７１号は平成２３年度築上町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についてでございます

が、本予算は、既定の歳入歳出予算の総額２７億６,１６２万９,０００円に１,３８５万４,０００円を増額いたしまし

て、歳入歳出予算の総額を２７億７,５４８万３,０００円と定めるものでございます。 
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 補正予算の主な内容は、社会保険の診療報酬支払基金への後期高齢者支援金等の平成２３年度支払分

確定に伴う増額補正及び平成２２年度分精算に伴う国庫負担金の返納金の増額補正に関するものでござい

ます。 

 歳入の主なものは、国庫負担金の療養給付費等負担金、介護納付金の負担金２１７万３,０００円の増額補正及

び後期高齢者支援金分が４２３万６,０００円の増額補正でございます。また、前年度の余剰金７４４万

５,０００円を前年度繰越金として増額補正をしております。 

 歳出の主なものは、後期高齢者支援金拠出金１,２４６万円、介護納付金が６３９万３,０００円の増額補正でご

ざいます。また、２２年度の療養給付費負担金の精算返納金として２８２万９,０００円を増額補正してるところ

でございます。 

 よろしく御審議をいただき御採択をお願い申し上げます。 

 次に、議案第７２号平成２３年度築上町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）についてでございます。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額２億７,７００万４,０００円に対しまして、４７５万７,０００円を増額し、歳

入歳出予算の総額を２億８,１７６万１,０００円と定めるものでございます。 

 補正の主な内容は、平成２２年度保険料収納繰越に伴う後期高齢者医療広域連合負担金の増額補正及

び一般職員人事異動に伴う人件費の増額補正に関するものでございます。 

 歳入の主なものは、一般会計からの繰入金５６万１,０００円及び前年度繰越金４１９万６,０００円の増額でご

ざいます。 

 歳出の主なものは、職員手当等５６万１,０００円、後期高齢者医療保険料等負担金４１９万６,０００円の増

額補正となっているところでございます。 

 よろしく御審議をいただき御採択をお願い申し上げます。 

 次に、議案第７３号平成２３年度築上町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）についてでございます。 

 本予算案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８７万３,０００円を追加いたしまして、歳

入歳出予算の総額を１億４,３４２万９,０００円と定めるものでございます。 

 補正の主なものとして、歳入については、一般会計繰入金７４４万３,０００円の減額、前年度繰越金８３１万

６,０００円の増額となっております。 

 歳出については、職員手当等３７万３,０００円の増額、物品修繕費５０万円の増額でございます。 

 よろしく御審議をいただき御採択をお願い申し上げます。 

 次に、議案第７４号平成２３年度築上町水道事業会計補正予算（第１号）についてでございます。 

 本案は、既定の資本的支出を１８０万円を増額いたしまして、総額を１億４,７８９万円に定めるものでござい

ます。 

 補正の要因は、公用車購入を一応補正させていただいております。 

 よろしく御審議をいただき御採択をお願い申し上げます。 
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 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．認定第１号 

日程第１０．認定第２号 

日程第１１．認定第３号 

日程第１２．認定第４号 

日程第１３．認定第５号 

日程第１４．認定第６号 

日程第１５．認定第７号 

日程第１６．認定第８号 

日程第１７．認定第９号 

日程第１８．認定第１０号 

日程第１９．認定第１１号 

日程第２０．認定第１２号 

日程第２１．認定第１３号 

○議長（田村 兼光君）  お諮りします。日程第９、認定第１号の平成２２年度築上町一般会計歳入歳出決算の

認定についてから日程第２１、認定第１３号の平成２２年度築上町水道事業会計歳入歳出決算の認定につ

いてまでを一括上程したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田村 兼光君）  異議なしと認めます。よって、認定第１号から認定第１３号までを一括上程することに

決定しました。 

 日程第９の認定第１号平成２２年度築上町一般会計歳入歳出決算の認定についてから日程第２１、認定第

１３号の平成２２年度築上町水道事業会計歳入歳出決算の認定についてまでを一括議題とします。 

 職員の朗読に続いて、提案理由の説明を求めます。則行財政課長。 

○財政課長（則行 一松君）  認定第１号平成２２年度築上町一般会計歳入歳出決算の認定について、地方

自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町一般会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見

をつけて議会の認定に付する。 

 認定第２号平成２２年度築上町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について、地方

自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決

算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

 認定第３号平成２２年度築上町奨学金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自治法第
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２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町奨学金貸付事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員

の意見をつけて議会の認定に付する。 

 認定第４号平成２２年度築上町椎田駅前周辺活性化促進事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町椎田駅前周辺活性化促進事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

 認定第５号平成２２年度築上町霊園事業特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自治法第２３３条

第３項の規定により、平成２２年度築上町霊園事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて

議会の認定に付する。 

 認定第６号平成２２年度築上町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自治法第

２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町健康保険特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見

をつけて議会の認定に付する。 

 認定第７号平成２２年度築上町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自治法第２３３条

第３項の規定により、平成２２年度築上町老人保健特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて

議会の認定に付する。 

 認定第８号平成２２年度築上町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自治法第

２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員

の意見をつけて議会の認定に付する。 

 認定第９号平成２２年度築上町特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町特定環境保全公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

 認定第１０号平成２２年度築上町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自治法

第２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査

委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

 認定第１１号平成２２年度築上町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自治法第

２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員

の意見をつけて議会の認定に付する。 

 認定第１２号平成２２年度築上町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自治法第

２３３条第３項の規定により、平成２２年度築上町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の

意見をつけて議会の認定に付する。 

 認定第１３号平成２２年度築上町水道事業会計歳入歳出決算の認定について、地方公営企業法第３０条

第４項の規定により、平成２２年度築上町水道事業会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会

の認定に付する。 
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 平成２３年９月５日提出、築上町長新川久三。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  認定第１号は、平成２２年度築上町一般会計歳入歳出決算の認定でございますが、

本認定は、歳入総額が１１０億８,０９３万８,８０３円でございます。歳出総額が９５億７,９１５万１,１２４円、歳入

歳出差引額は１５億１７８万７,６７９円となっております。このうち翌年度へ繰り越した一般財源は９,１１６万

７,０００円で、実質収支額は１４億１,０６２万６７９円となっております。単年度収支は４億１,２１９万９,６４４円、

実質単年度収支は６億３,０７０万３,７６０円の黒字となっておるところでございます。 

 主な施策等につきましては、決算の付属資料に提示しておりますので、よろしく御審議をいただきながら、

認定いただきますようお願い申し上げます。 

 次に、認定第２号平成２２年度築上町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定でございま

すが、本認定は、歳入総額は１,７３６万８,６０２円、歳出総額３億５,８１９万８,６０８円、歳入歳出差引額は３億

４,０８３万６円の赤字になっております。この不足額は、平成２３年度からの歳入繰上充用金により補てんを

しております。 

 主な施策等については、決算附属資料に上げておりますので、御参照の上、よろしく御審議をいただき認

定をお願い申し上げます。 

 認定第３号平成２２年度築上町奨学金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定でございます。本認定は、

歳入総額が４２８万７,５６３円、歳出総額が４万３,４２６円、歳入歳出差引額は４２４万４,１３７円でございます。 

 主な施策等については、決算附属資料のとおりでございます。 

 よろしく御審議をいただき御認定をお願い申し上げます。 

 次に、認定第４号平成２２年度築上町椎田駅前周辺活性化促進事業特別会計歳入歳出決算の認定でござ

います。本認定は、平成２２年度築上町椎田駅前周辺活性化促進事業特別会計の歳入歳出決算の認定で

ございますが、歳入総額が１３０万９,９３２円、歳出総額は１２８万６,６３３円、歳入歳出差引額は２万３,２９９円

でございます。本事業は、椎田駅前周辺活性化促進事業特別会計の貸付金の返済回収業務を行っている

ものでございます。 

 主な施策等については、決算附属資料のとおりでございます。 

 よろしく御審議をいただき御認定をお願い申し上げます。 

 次に、認定第５号平成２２年度築上町霊園事業特別会計歳入歳出決算の認定でございます。歳入総額は

１６４万９,６９４円、歳出総額は１４２万６,６３５円、歳入歳出差引額は２２万３,０５９円でございます。 

 主な施策等については、決算附属資料のとおりでございます。 

 よろしく御審議をいただき御認定をお願い申し上げます。 

 次に、認定第６号平成２２年度築上町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定でございます。本認定

は、歳入総額が２５億２,４２７万８,２１４円、歳出総額が２５億１,６８３万１,７２４円、歳入歳出差引額は７４４万
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６,４９０円の黒字となっております。 

 主な施策等については、決算附属資料のとおりでございます。 

 よろしく御審議をいただき認定をお願い申し上げます。 

 次に、認定第７号平成２２年度築上町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定でございます。歳入総額が

２０７万５１６円、歳出総額は２０７万５１６円、歳入歳出差引額はゼロでございます。老人保健特別会計につ

いては、老人保健法の廃止に伴う医療費請求の事項期間が終了になります平成２２年度限りで廃止となりま

す。 

 主な施策等については、決算附属資料のとおりでございます。 

 よろしく御審議をいただき認定をいただきますようお願い申し上げます。 

 認定第８号平成２２年度築上町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。歳

入総額２億６,０６３万８,８８７円、歳出総額２億５,６４４万９３６円、歳入歳出差引額は４１９万７,９５１円でござ

います。この黒字分について、平成２２年度の保険料収入でございます。平成２２年度で福岡県後期高齢者

医療広域連合への保険料納付金で納付することになっておるところでございます。 

 主な施策等については、決算附属資料に掲載をしております。 

 よろしく御審議をいただき御認定をお願い申し上げます。 

 次に、認定第９号平成２２年度築上町特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてでございます。歳入総額が２億８,７３８万３,６６９円、歳出総額２億７,４２４万５,０９３円、歳入歳出差引額

は１,３１３万８,５７６円でございます。 

 主な施策等については、決算附属資料のとおりでございます。 

 よろしく御審議をいただき認定くださいますようお願い申し上げます。 

 次に、認定第１０号平成２２年度築上町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定についてでござ

います。歳入総額が３億３０５万１,６９４円、歳出総額が２億８,６４２万４,０４５円、歳入歳出の差引額は

１,６６２万７,６４９円でございます。 

 主な施策等については、決算附属資料のとおりでございますので、よろしく御審議をいただき御認定いただ

きますようお願い申し上げます。 

 次に、認定第１１号平成２２年度築上町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてでござい

ます。歳入総額が１億９,９０８万２,０００円、歳出総額は１億１,４１２万８,６３８円、歳入歳出の差引額は

８,４９５万３,３６２円でございます。翌年度に繰り越した財源が８,１０９万５,０００円でございます。実質収支額

は３８５万８,３６２円となっております。 

 主な施策等については、決算附属資料のとおりでございます。よろしく御審議をいただき御認定をいただき

ますようお願い申し上げます。 

 次に、認定第１２号平成２２年度築上町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定でございますが、歳
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入総額１億４,３８０万４,７４６円、歳出総額は１億３,５４７万８,２０４円となっております。歳入歳出の差引額は

８３２万６,５４２円の黒字となっておるところでございます。 

 主な施策等については、決算附属資料に掲げております。よろしく御審議をいただき認定いただきますよう

お願い申し上げます。 

 それから、次に、認定第１３号平成２２年度築上町水道事業会計歳入歳出決算の認定でございますが、水

道事業の経常的支出である収益的収支の収益については、当年度純利益が２,５７２万３,７７５円となっており

ます。資本的支出については、消費税込の総収入２億２７１万４,０００円、総支出は２億８,８９５万１,３８７円と

なっております。不足額８,６２３万７,３８７円は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分の消費税及び地

方消費税資本的収支調整額で補てんをしております。 

 内容としては、収入の主なものは国庫補助金が２億円、支出は、建設改良費として、浄水場改良工事及び

量水器購入に２億８３６万５,６３１円、企業債償還金として、８,０５８万５,７５６円を償還しております。 

 よろしく御審議をいただき御認定をいただきますようお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  これで説明が終わりました。 

 ここで代表監査委員に決算の監査結果の報告を求めます。代表監査委員の尾座本雅光さん、お願いしま

す。 

○代表監査委員（尾座本雅光君）  おはようございます。代表監査委員の尾座本です。よろしくお願いいたしま

す。 

 まずもって、さきの町議会議員選挙で御当選された皆さん、心からお喜び申し上げます。 

 それでは、歳入歳出決算の平成２２年度の審査を行いました、その結果を御報告申し上げます。 

 ７月２７日から８月４日にかけまして、町監査事務局で有永監査委員さんと実施をいたしました。その結果

について御報告を申し上げます。 

 ２２年度の一般会計の歳入歳出決算規模は、歳入は１１０億８,０９３万８,８０３円となっております。歳出は

９５億７,９１５万１,１２４円で、差引額は１５億１７８万７,６７９円です。実質収支は１４億１,０６２万６７９円となり、

単年度収支によりますと４億１,２１９万９,６４４円の黒字となっています。 

 一方、特別会計におきましては、歳入合計が３７億４,４９２万５,５１７円で、歳出合計額は３９億４,６５７万

４,４５８円で、実質収支は２億８,２７４万３,９４１円の赤字となっております。 

 単年度収支におきましても、６５９万４,６４６円の赤字でございます。 

 一般会計と特別会計を合わせたところでは、歳入総額は１４８億２,５８６万４,３２０円、歳出総額は１３５億

２,５７２万５,５８２円になります。差し引きますと、１３億１３万８,７３８円、実質収支では１１億２,７８７万

６,７３８円、単年度収支を見ますと、４億５６０万４,９９８円の黒字となっています。 

 ２２年度の決算統計調査、いわゆる普通会計では、通常収支比率が８８.１ポイント、対前年度５.６ポイント
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の改善が見られます。財政力指数では０.３４５、対前年度で比較しますと０.０１５ポイント減少いたしてます。

実質公債費比率では１６.０ポイント、対前年度で比較しますと、１.５ポイントの改善となってます。 

 また、「地方公共団体の財政健全化に関する法律」に基づき、４指標、実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率、将来負担比率と資金不足比率の各指標とも対前年において改善された数字となっていま

す。 

 しかし、今後とも、財政運営に当たりましては、歳入財源確保により一層努めるとともに、歳出の成果の明

瞭化など、計画性を持たせ、効果的・効率的な運営に努められるよう願うものでございます。 

 しかし、あわせ、一般会計、国民健康保険特別会計におきましては、それぞれ１,０３０万４,３７３円、それと

２,２５９万４,１６３円の不納欠損処分が執行されてます。不納欠損処分につきましては、処分に至らぬよう

個々の状況を十分調査し、適切な執行管理に努め、その処分については法令等の趣旨に従って厳正に運

用されたいとお願いいたします。 

 なお、累積する収入未済額は、町税のほか住宅使用料、保険税、貸付金等に及んでおり、自主財源の確

保はもとより、負担公平を期す上からも、実効のある対策を講じられるよう要望いたします。 

 また、上水道事業会計の状況でございますけども、総収益は２億４,３６１万７,７９０円であります。総費用が

２億１,７８９万４,０１５円となっています。当年度の純利益額は２,５７２万３,７７５円で、前年度の純利益額は

３,３６２万９,３９４円に比べて、７９０万５,６１９円の減となっており、単年度の経営状況は安定傾向にあります

が、より一層の収益率の向上を目指すよう要望いたします。 

 特に、有水率は当年度は７７.９％で、前年度の７８.４％に対して、わずかでありますが、悪化しておる状況

にあります。収益の根幹をなす有水率は依然低い水準にあります。したがいまして、その原因究明に努める

とともに、水道料金の収納率向上に一段の努力をされることを要望いたします。 

 以上、前年度決算監査意見書に述べた要望事項についても引き続き検討願い申し上げまして、監査報告

をさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（田村 兼光君）  御苦労さまでした。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．議案第７５号 

○議長（田村 兼光君）  ここで、日程第２２、議案第７５号築上町企業立地促進条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題とします。 

 職員の朗読に続いて、提案理由の説明を求めます。吉留総務課長。 

○総務課長（吉留 正敏君）  議案第７５号築上町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について、

標記の条例案を別紙のとおり提出する。平成２３年９月５日提出、築上町長新川久三。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 
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○町長（新川 久三君）  議案第７５号は築上町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定でございま

すが、本案は、築上町に進出する企業に対して奨励措置を行うということで、本議案は、固定資産税を３カ年

１００分の１００を減免すると。４年目は１００分の６０、５年目が１００分の３０にするという、こういう条例案で

ございます。 

 その他、あと要綱に基づきまして、多々種々のいわゆる優遇施策を講ずるということにいたしておるところ

でございまして、これは固定資産税の関係をこの条例化にするものでございます。 

 よろしく御審議をいただき御採択をお願い申し上げます。 

○議長（田村 兼光君）  説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．議案第７６号 

○議長（田村 兼光君）  日程第２３、議案第７６号訴訟事件の和解についてを議題とします。 

 職員の朗読に続いて、提案理由の説明を求めます。吉留総務課長。 

○総務課長（吉留 正敏君）  議案第７６号訴訟事件の和解について、標記について、地方自治法第９６条第

１項の規定により付議する。平成２３年９月５日提出、築上町長新川久三。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  議案第７６号は訴訟事件の和解についてでございますが、本案は、平成２２年５月

２７日に裁判のほうに訴えられておりました著作物の無断使用ということで、写真家が、いわゆる旧築城町で

委託で撮った写真を旧築城町から築上町になったときに、これを無断で使用したというふうなことで、著作権

法に基づく損害賠償が求められておりました。裁判所の和解案ということで、約６００万円が出ておりました

が、一応、和解５００万円というふうなことで、こちらも非があるというふうなことを認めまして、和解に応じるよ

うになった次第でございますし、弁護士等の意見も聞きながら、和解したほうがいいというようなこともござい

まして、しかし、和解案どおりではだめだというようなことで、弁護士頑張って１００万円相手が譲歩してきたと

いうふうな状況になっておるところでございましてですね、早くピリオドを打ちながら、今後はこの写真家の撮

った写真はすべて築上町のほうで使っていいと、そういう条件をつけながらの和解になっておるところでござ

いますし。そういうことで、和解をいたしたく議案として提案をさせていただいておるところでございます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（田村 兼光君）  説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２４．議案第７７号 

○議長（田村 兼光君）  日程第２４、議案第７７号町道路線の認定についてを議題とします。 

 職員の朗読に続いて、提案理由の説明を求めます。吉留総務課長。 

○総務課長（吉留 正敏君）  議案第７７号町道路線の認定について、次のように町道路線を認定するものと
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する。平成２３年９月５日提出、築上町長新川久三。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  議案第７７号は町道路線の認定でございます。築城８３号線ということで、下築城にあ

る道路でございますけれども、これを今まで未認定でございましたので、認定するようにお願いするものでご

ざいます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（田村 兼光君）  説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２５．議案第７８号 

日程第２６．議案第７９号 

○議長（田村 兼光君）  お諮りします。日程第２５、議案第７８号築上町監査委員の選任についてから日程第

２６、議案第７９号人権擁護委員の推薦についてまでは人事案件です。したがって、日程第２５号から日程第

２６号までを会議規則第３９条第２項の規定により、委員会付託を省略し、本日即決したいと思いますが、御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田村 兼光君）  異議なしと認めます。よって、議案第７８号から議案第７９号までを委員会付託を省略

し、本日即決することに決定しました。 

 お諮りします。議案第７８号から議案第７９号は人事案件であり、投票により同意または適任の賛否をした

いが御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田村 兼光君）  日程第２５、議案第７８号の築上町監査委員の選任についてを議題とします。 

 職員の朗読に続いて、提案理由の説明を求めます。総務課長、吉留君。 

○総務課長（吉留 正敏君）  議案第７８号築上町監査委員の選任について、築上町監査委員に下記の者を

選任したいので、地方自治法第１９６条の規定により、議会の同意を求める。平成２３年９月５日提出、築上

町長新川久三。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  議案第７８号は築上町監査委員の選任についてでございますが、地方自治法第

１９６条の規定により、議会議員から１名監査委員を町長が議案として出して同意を求めるということになっ

ております。 

 前回までは、有永義正議員が監査委員を務めておりましたが、７月３１日で任期が切れております。しかし、

今議会まで継続して監査の任に当たっていただきましたが、定例会にわたりまして、今回は丸山年弘議員を

監査委員として提案しております。 
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 そういうことで、議会の同意を求めるものでございますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（田村 兼光君）  説明が終わりました。 

 ただいま説明がありましたように、築上町監査委員の選任について、議会の同意を求めるものであります。 

 なお、丸山年弘議員は、地方自治法第１１７条の除斥規定により、退席してください。 

〔３番 丸山 年弘君 退席〕 

○議長（田村 兼光君）  本案は人事案件です。会議規則第８２条の規定により、投票で同意、不同意を本日

決定したいと思います。 

議長（田村 兼光君）  ただいまの出席議員は１５人です。 

 次に、立会人の指名を行います。会議規則第３２条第２項の規定により、投票立会人に、４番、工藤政由議

員、５番、工藤久司議員を指名します。 

 では、投票箱の点検を行います。 

〔投票箱点検〕 

○議長（田村 兼光君）  念のため申し上げます。投票は無記名投票とします。任命に同意の方は同意に丸印

を、不同意の方は不同意に丸印をつけてください。どちらとも判明しがたいもの、あるいは白票は不同意と見

なします。 

 では、投票用紙を配付してください。 

〔投票用紙配付〕 

○議長（田村 兼光君）  投票用紙の配付漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田村 兼光君）  それでは記入してください。記入をしましたら、議席番号順に投票してください。 

〔議員投票〕 

○議長（田村 兼光君）  投票の漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田村 兼光君）  これで投票を終わります。 

 では、開票を行います。立会人の方はお願いします。 

〔開票〕 

○議長（田村 兼光君）  投票の結果を報告します。 

 投票総数１４票、有効投票１４票、無効投票ゼロ票。有効投票のうち同意９票、よって、議案第７８号の築上

町監査委員の丸山年弘議員の選任については、同意とすることに決定しました。 

 監査委員が決まりましたので、一言ごあいさつ願います。 

○議員（３番 丸山 年弘君）  皆さん、どうも。監査委員ということで、重責を賜ります。皆さんに心からお礼申

し上げます。また、これから先も、築上町の会計、それから、もろもろの厳しい情勢の中、じっくり監査して、皆
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さんに御報告申し上げたいと考えております。本日はどうもありがとうございました。 

○議長（田村 兼光君）  しっかり頑張ってください。 

○議員（３番 丸山 年弘君）  はい。 

○議長（田村 兼光君）  日程第２６、議案第７９号人権擁護委員の推薦についてを議題とします。 

 職員の朗読に続いて、提案理由の説明を求めます。吉留総務課長。 

○総務課長（吉留 正敏君）  議案第７９号人権擁護委員の推薦について、人権擁護委員に次の者を推薦す

ることについて、意見を求める。平成２３年９月５日提出、築上町長新川久三。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  議案第７９号は人権擁護委員の推薦についてでございます。 

 人権擁護委員に推薦する者は、住所が築上町大字上ノ河内６２２番地の白川義孝氏、生年月日が昭和

１４年７月３０日ということでございます。 

 白川氏は、もう本当に長い間、人権擁護委員を務めて、次には、もうちょっと定年制で７５歳を迎えるという

ようなことで、法務省の定年条項ございますんでですね、本人非常に、今度、辞退したいというふうな申し出

もございましたけれども、やはり、人権擁護委員の皆さんをリードしていただきながら、最後の仕事をやって

いただきたいということでお願いをいたしまして、今回、了解を得て、引き続き人権擁護委員をやっていただ

こうというようなことでございますんで、どうぞ、皆さん方の推薦する意見を肯うということで、お願い申し上げ

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（田村 兼光君）  説明終わりました。 

 ただいまの説明のとおり、人権擁護委員の推薦について議会の意見を求めるものです。 

 本件は人事案件です。会議規則８２条の規定により、投票で適任、不適任を本日決定いたします。 

 議場の出入口を閉めてください。 

〔議場閉鎖〕 

○議長（田村 兼光君）  ただいまの出席議員は１６名です。 

 次に、立会人の指名を行います。会議規則第３２条第２項の規定により、６番、有永義正議員、７番、吉元

成一議員を指名します。 

 それでは、投票箱の点検を行います。 

〔投票箱点検〕 

○議長（田村 兼光君）  念のため申し上げます。投票は無記名投票とします。推薦に適任とする方は適任に

丸印を、不適任とする方は不適任に丸印をつけてください。どちらとも判定しがたいもの、あるいは白票は不

適任と見なします。 

 では、投票用紙を配付してください。 

〔投票用紙配付〕 
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○議長（田村 兼光君）  配付漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田村 兼光君）  それでは記入してください。記入終わりましたら、議席番号順に投票してください。 

〔議員投票〕 

○議長（田村 兼光君）  投票の漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田村 兼光君）  これで投票を終わります。 

 では、開票を行います。立会人の方はお願いします。 

〔開票〕 

○議長（田村 兼光君）  投票の結果を報告します。 

 投票総数１５票、有効投票１５票、無効投票ゼロ票。有効投票のうち適任１２票、よって、議案第７９号の人

権擁護委員に白川義孝氏を選任することに決定しました。 

 議場開鎖をお願いします。 

〔議場開鎖〕 

○議長（田村 兼光君）  出席してないので、あいさつは抜きにします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２７．発議第７号 

○議長（田村 兼光君）  日程第２７、発議第７号築上町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題とします。 

 事務局の朗読に続いて、提案理由の説明を求めます。進事務局長。 

○事務局長（進  克則君）  発議第７号築上町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について、

標記の条例案を別紙のとおり、築上町議会会議規則第１４条の規定により提出する。平成２３年９月２日、提

出者、築上町議会議員吉元成一、賛成者、築上町議会議員信田博見、賛成者、築上町議会議員田原宗憲、

賛成者、築上町議会議員丸山年弘、賛成者、築上町議会議員宮下久雄、築上町議会議長田村兼光殿。 

○議長（田村 兼光君）  提出者の説明を求めます。吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  築上町議会議員定数条例の一部を改正する条例についての提案理由の説明

を申し上げます。 

 現在の議員定数は、平成１９年の９月議会において議員定数削減を行い、次の選挙から１６人となり、今回

執行されたところであります。今日の取り巻く社会情勢の中で、行財政、地域の状況や人口規模を勘案する

とともに、議会が住民代表機関であり、住民意思の反映ができる範囲内で議員定数の削減を行うことから、

今回、改選後の議員定数を１４人とするものであります。 

 なお、近隣の市町においては、吉富町が人口で、人口７,０００で１０名、上毛町が人口８,０００で１２名、みや
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こ町が２万３,０００弱で１６名、苅田町が３万４,３００で１７名、築上町におきましては、今日２万を割り込んだ

状況の中で１６名であります。こういったところと比較しましても、また、隣の市であります豊前市も２万

８,０００の人口の中で１７名の現在の議員でありますが、地域住民の方から、市民の方からの強い要望の中

で、議会でも協議中ということでありますので、まずもって、近隣の上毛町の１２名よりは、やっぱり、人口も

倍以上いますので、１４名という程度に減らしたらどうかという気持ちの上で提案しましたので、よろしく御審

議のほどをお願いしまして、採択お願いいたします。 

○議長（田村 兼光君）  これで説明が終わりました。 

 ここで、議案に対する資料要求及び所管委員会以外の議案質疑を希望される議員は、所定の様式で事務

局まで提出してください。 

 なお、一般質問の締め切りは本日の午後３時までとします。 

 以上で、本日の日程はすべて終了しました。（「議長」と呼ぶ者あり）工藤議員。 

○議員（４番 工藤 政由君）  ここに、日本の常識と思ってましたが、初日の最後尾にいつも議案質疑、資料

要求があるんですが、これは後で、担当課とか、課長のほうに言ってくれというような、今、お話でございまし

た。聞いてびっくりしました。ないのかと思ったら、あったような感じですが、これ担当課長に言っても、担当課

長権限持ってないと思うんですね。この資料出していいか、この資料出して悪いか。結局、町長にお伺い立

てて、町長の決裁がないと出さないのが、このお役所の仕組みだろうと思ってますが。 

 そこで、議員は皆さん、ここ再確認してもらいたいんですが、議会開催中は調査権というのが発生します。

だから、当然議員もこの議会開催中に関しては調査権持ってます。その辺も職員の皆さん、自分もこの調査

権をフルに発揮して、町民の負託にこたえたいというふうに思ってます。職員のほうも、その点、協力してい

ただきたいと思いますが、最終的には町長の決裁、町長が出していいと言った書類しか資料要求出しても、

なかなか時間がかかるだろうし、要求したものが上がってこないというようなことになろうかと思いますんで、

どうでしょう、今まで、僕が町長やってたときのルールと変わってますが、ここで資料要求をして、出せるもの

か、出せないものか、この場ではっきりさせたらどうかと思いますけど、どう思いますか、審議してください。 

○議長（田村 兼光君）  今、工藤議員から質疑がありましたが、今までは資料を出していましたがね。（「議長、

いいですか」と呼ぶ者あり）はい。 

○議員（１５番 武道 修司君）  これ、合併してからですね、資料要求ということで、資料要求の時間をとってし

てたんですけど、最初は、ちょっと皆さん、わあっというふうな形で収拾がつかないということで、様式にまと

めて、様式での資料要求というふうな形になったと思います。いきさつはですね。調査権はあくまでも皆さん

放棄したわけじゃないし、議員も全員それは覚悟の上でやっていることでありますんで、私たちがその調査

権を放棄したというわけではないということだけ、ちょっと御理解しとっていただきたい。 

 町長が出すか出さないかというのは、議員がしっかりして、その資料要求すればいいことであって、それを

もらえるとか、もらえないとかいう、その次元のレベルの話ではないというふうに思ってます。私は、今まで、
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それでやってきたし、今まで資料要求を様式で要求してきて、ちゃんと資料渡してもらってます。それは出せ

るか、出せないかというのは、しっかりした中でやるべきであって、ここでその資料要求をできるか、できない

か、常識がどうこうとかいうふうなレベルの話ではないと思います。今までは、その資料要求を様式によって、

公文書化してやるということでやってますんで、今までどおりのやり方で、しっかりと資料要求した分に関して

は、しっかりと資料を出していただくということでいいんではないかというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（４番 工藤 政由君）  何か、武道議員さん、勘違いされてるんやないかと思うんですけど、そうじゃなく

て、ここで出せるもの、出せんものを明確にしてほしいということの議論をしたらどうかと思うんですけど。どう

なんでしょうね。僕のときは、当然、町長に対しての資料要求してました。この資料出してくれと。職員に対し

て資料要求はしてません。町長に対して、この資料出してくれ、この資料出せるか、出せんかというような返

答もらって、僕は印鑑ついて、この資料については出していいというような判断でやってました。（発言する者

あり）いや、おれが、おれがしゃべりよんやから、黙っちょって。だから、そういった意味で、ちょっとね、僕は、

資料要求するとか、一つ、職員の判断じゃあ、できかねない資料要求を一つしようかと思ってますんで。どう

なんでしょうね。通例とか、慣例どおりやるっていうんなら、やってもいいでしょうけど。この場で町長の決断を

求めるような資料要求したいと思ってますし、１点だけ、そういうもんがあるもんですから、そういう要求して、

調査権がどうのこうのとかいうような、そういった話じゃございません。ぜひ、この場で、出された資料、時間

かかるわけじゃないんですよ、別に。ここで、これと、これと、この資料出してくれ、出されるか、出されんかと、

それだけの話でいいんですけど。そんなめったな、めった無謀な要求してるわけじゃないと思いますけど、い

かがでしょうか。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員、今までね、わしはあんまり出したことないんよ。けれども、各議員が事務

局に自分がこういう資料を出してくれと言えば、それはほとんど、みんな出しよったんやないですか。いやい

や、今までね、各議員がこういうぐあいに資料を自分が必要なやつを提出したら、委員会のときに、所管外

のものを出したときにね、それを処理を出しよったような気がしますよね。はい、吉元議員。 

○議員（７番 吉元 成一君）  工藤議員が言われるように、資料要求を、工藤議員も、ほかもあればですね、

皆さん、していただいて、出せるか、出せんかというたら、町長の判断でしょう。それで、これ出せない理由は

何かちゅうことで、納得できない場合は、そこでまた諮ると。いろんな方法があると思いますんで。町長は今

どの書類かもわからないし、出せるか、出せんかちゅう、返答もできないと思うんですよね。これを議場でみ

んなを巻き込んだ話にしなくても、別に今まで資料は出していただいてますんで、よほどのことがない限り、

法的に違反するようなものやない限り、私は、町長は出していただけると判断してますんで。その方向で、な

るべく出せるようにしていただきたいというお願いでとどめたらどうですかね。 

○議長（田村 兼光君）  町長。 
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○町長（新川 久三君）  僕は町政の公開ということで、個人のプライバシーに関することは、これは出しませ

ん。それから特許とか、町の利害に反するような資料を出せと言っても、これは出しませんし、あとは情報公

開条例に基づいて、すべての資料は出しますし、また、特に議員さんは議会開会以外でも、ちゃんと、ぴしゃ

っと書面でどういう資料が欲しいということで書いていただければ、当然出します。そういうことで、ぜひ、お

願い、今までどおり、資料はすべて出さないというわけではございませんし、しかし、莫大な資料で、こういう

資料をつくれとか、そういうものは、ちょっとお断りする場合ございます。というのが、いろんな資料を複合的

に分析するんで、それは今ある資料をそれぞれ議員さんで分析して、まとめあげたりするのは議員さんでや

ってもらいたいと、このように考えておりますし、今ある、公文書である資料はすべて出したいと、このように

考えております。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（４番 工藤 政由君）  何回も、こんなことで時間とるのどうかと思うんですが、例えば、今、新川さんが

言ったように、不利益になる、守秘義務にかかるというのは、当然、それはもう出せませんし、出せとは言い

ません。１点だけ、じゃあ、僕はここで聞かさせていただきますけど、いいですか。１点だけ。あとは職員に請

求してもいいと思いますけど、どういう判断するか。この辺なんですが、どういう判断するか、ちょっと１点だ

け、資料要求をさせていただきたいと思いますけど、議長、許してもらえますか。（発言する者あり）１点だけ。

（発言する者あり） 

○議長（田村 兼光君）  職員が判断で出せる範囲のことならいい。 

○議員（４番 工藤 政由君）  はい、わかりました。（発言する者あり）いいです。 

○議長（田村 兼光君）  また、いろいろと、１回、あんたが資料出してみて、せんとき、また、みんなと、議員と、

みんなと、いろいろ話し合うて。いいですね。 

 よし。じゃあ、どこやったか、今。 

 なお、一般質問の締め切りは、本日の午後３時までとします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（田村 兼光君）  以上で、本日の日程はすべて終了しました。これで散会します。御苦労さんでした。 

午前11時31分散会 

────────────────────────────── 
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